
請

願

第

一

〇

号 

  
 

 
「

物

価

ス

ラ

イ

ド

特

例

分

の

解

消

」

を

理

由

と

す

る

年

金

二

・

五

％

減

額

改

定

を

実

施

し

な

い

こ

と

を

求

め

る

意

見

書

の

提

出

に

関

す

る

請

願 

 

主 

旨 年

金

の

特

例

水

準

解

消

を

理

由

と

す

る

二

・

五

％

減

額

改

定

を

実

施

し

な

い

こ

と

を

求

め

る

意

見

書

を

政

府

な

ら

び

に

関

係

省

庁

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。 

  

理 

由 日

夜

熊

本

市

民

の

生

活

と

安

全

に

、

ご

尽

力

頂

い

て

い

る

こ

と

に

感

謝

と

敬

意

を

表

し

ま

す

。 

昨

年

の

第

一

八

一

臨

時

国

会

で

、

二

・

五

％

の

年

金

削

減

が

決

め

ら

れ

ま

し

た

。

高

齢

者

の

年

金

に

頼

っ

た

生

活

実

態

に

つ

い

て

、

全

く

審

議

が

な

さ

れ

な

い

ま

ま

の

採

決

で

し

た

。

一

〇

年

以

上

も

昔

に

物

価

ス

ラ

イ

ド

で

下

げ

る

べ

き

年

金

額

を

「

高

齢

者

の

生

活

と

国

の

経

済

を

配

慮

し

て

」

据

え

置

く

こ

と

を

決

め

、

こ

の

特

例

の

解

消

は

「

物

価

上

昇

の

な

か

で

」

と

し

ま

し

た

。 

現

在

政

府

は

物

価

二

％

上

昇

を

図

っ

て

お

り

、

特

例

水

準

の

解

消

は

そ

の

な

か

で

実

施

さ

れ

れ

ば

よ

い

こ

と

で

す

。

あ

え

て

物

価

上

昇

の

な

か

で

、

年

金

額

を

引

き

下

げ

る

こ

と

を

強

行

す

れ

ば

、

月

一

〇

万

円

以

下

の

年

金

収

入

に

頼

っ

て

、

な

ん

と

か

生

活

を

維

持

し

て

い

る

全

国

一

三

〇

〇

万

人

の

年

金

受

給

者

の



貧

窮

度

は

一

層

逼

迫

し

、

憲

法

二

五

条

に

違

反

す

る

事

態

に

追

い

込

ま

れ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

生

存

権

侵

害

に

当

た

る

状

況

に

な

る

と

考

え

ま

す

。 

ま

た

年

金

受

給

額

は

熊

本

県

内

で

七

五

〇

〇

億

円

で

す

。

二

・

五

％

削

減

と

な

れ

ば

一

八

七

億

五

〇

〇

〇

万

円

が

県

民

の

懐

か

ら

消

え

て

な

く

な

り

ま

す

。

年

金

は

ほ

と

ん

ど

が

生

活

必

需

品

購

入

に

当

て

ら

れ

ま

す

か

ら

、

商

店

街

へ

の

マ

イ

ナ

ス

効

果

は

無

視

で

き

な

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

熊

本

市

で

は

二

〇

一

二

年

度

国

民

年

金

、

厚

生

年

金

、

共

済

年

金

合

計

二

三

六

六

億

円

が

支

給

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

の

二

・

五

％

が

削

減

さ

れ

れ

ば

約

六

〇

億

円

が

市

民

の

懐

か

ら

消

え

て

な

く

な

り

、

市

内

の

消

費

経

済

に

大

き

な

ダ

メ

ー

ジ

を

与

え

る

の

は

必

至

で

す

。 

年

金

引

き

下

げ

は

こ

れ

に

止

ま

ら

ず

、

二

〇

一

六

年

か

ら

は

毎

年

一

・

三

％

以

上

が

一

〇

年

に

わ

た

り

削

減

さ

れ

て

い

く

、

と

厚

生

労

働

省

は

説

明

し

て

い

ま

す

。

実

際

に

こ

れ

が

行

わ

れ

れ

ば

、

ま

さ

に

年

金

受

給

者

の

生

存

権

は

失

わ

れ

、

公

的

年

金

制

度

は

崩

壊

す

る

の

で

は

な

い

か

、

と

さ

え

危

惧

さ

れ

ま

す

。

市

民

経

済

に

与

え

る

影

響

も

半

端

で

は

な

く

、

実

に

三

六

七

億

円

の

収

入

減

と

な

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

事

態

は

な

ん

と

し

て

で

も

避

け

ね

ば

な

ら

な

い

と

考

え

ま

す

。 

私

ど

も

年

金

者

組

合

一

一

一

〇

〇

〇

人

は

、

こ

の

六

月

大

会

を

開

き

、

署

名

や

請

願

、

陳

情

、

街

頭

宣

伝

な

ど

行

っ

て

年

金

削

減

を

実

施

し

な

い

よ

う

に

と

政

府

と

交

渉

を

重

ね

て

き

ま

し

た

が

、

聞

き

入

れ

ず

十

二

月

に

一

％

削

減

の

支

払

い

通

知

書

を

送

付

し

て

き

た

場

合

、

不

服

審

査

請

求

書

提

出

の

運

動

を

組

織

を

あ

げ

て

取

り

組

む

こ

と

を

決

め

ま

し

た

。

い

ま

、

そ

の

準

備

に

大

童

で

す

。 

市

議

会

に

お

か

れ

ま

し

て

も

、

大

方

の

年

金

受

給

者

の

苦

し

い

生

活

実

態

を

直

視

し

て

い

た

だ

き

、

同



時

に

市

民

経

済

を

考

慮

し

て

、

政

府

に

対

し

て

特

例

水

準

解

消

を

理

由

と

す

る

二

・

五

％

年

金

削

減

を

実

施

し

な

い

よ

う

求

め

る

意

見

書

を

提

出

し

て

い

た

だ

き

た

く

、

請

願

し

ま

す

。 

 

二

〇

一

三

年

九

月

十

一

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紹

介

議

員 
 

益 

田 

牧 

子 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

熊

本

市

議

会

議

長 

 
 

 
 

齊 

藤 

聰 

殿 

      


